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男女共同参画社会に向けての市民意識調査 項目に対する審議会委員からの意見（令和７年度） 

項目 審議会委員からの意見 対応 

前文 

・枠の中の下から 2行目  調査表→調査票 

 

・枠の中の一番下の行 申請してください→申請ではないので「回答してください」 

 の方が良いのでは？ 

 

・電子申請という文言 申請ではないので、別の言い方の方が良いのでは？（ＷＥＢ 

 での回答、オンライン回答とか） 

 

・今回は調査票での回答とＷＥＢでの回答の 2通りあるので、そこは分けて書いた 

方が分かりやすいかなと思いました。 

また提出方法と回答の仕方が混在しているのも、分けた方がわかりやすいと感じ

ます。 

例えば、ＷＥＢ回答したら紙の返送は不要とか、封筒に記名は不要などの明記は 

合った方が良いかもしれません。 

・文章を変更します。 

 

・文章を変更します。 

 

 

・ご指摘のとおり修正します。 

 

 

・ご指摘のとおり修正します。 

 

 

 

1.男女平等

に関する意

識について 

【問１】 

・ 「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担の考え方を、どのように思いま

すか、の設問の表記を「男性は仕事、女性は家庭」と変更してはどうか。 

 

【問２】 

・分野とはア～キを指すとすれば、“場面”という言葉にしてはどうか。 

例えば「家庭生活の場」→「家庭生活の場面で」 

 

 

 

・ご指摘のとおり修正します。 

 

 

・「場面」という言葉は、シーンや幕を意味し、「場」という

言葉は、空間、場面、立場などより広い意味でつかわ

れることが多いため、「場」のままとします。 

なお、埼玉県が行った意識調査においても、「場」が使

用されています。 
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・〇をつけるのか。 

 

 

 

・表を以下のようにしてはどうか。 

    項目 

場面 

 

  

 

【問 3】  

・選択肢 3 女性自身の経済力保持、知識・技術の習得など、積極的に力の向上

を図ることの“力の向上”とはどういうことか。 

・「それぞれ１つずつに〇」の文言に修正します。 

なお、すべての設問に対して「1つだけに〇」などの文

言を追加しました。 

 

・表を見れば、回答内容が分かるため、あえて記載する 

必要がないと判断しました。 

 

 

 

 

・「能力の向上」に文言を修正します。 

2.家庭生活

について 

【問 4】 

・表を以下のようにしてはどうか。 

      項目 

ことがら 

 

  

 

【問 5】 

・選択肢 5男性が家事などに関心を高めるよう啓発や情報提供を行うの  

“家事などへの” に変更してはどうか。 

 

・表を見れば、回答内容が分かるため、あえて記載する 

必要がないと判断しました。 

 

 

 

 

・ご指摘のとおり修正します。 

 

3.家庭生活

と地域活動

と仕事につ

いて 

【問 6】 

・説明文がとてもわかりにくい、かつ、しつこい。 また、何からいくつ〇を 

つけるのか。 さらに、記載例を示してはどうか 

 

 

・文章を変更し、「それぞれ１つずつ〇」を付けることとし 

ました。 
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【問 7】 

・“女性が職業を持つ” とはどういうことか。 仕事をすること、就職すること、技 

術や資格を得ること… よって、1～5の職業を持つ、職業をやめての意味が 

わからなくなる。 

・「職業」とは、肩書のことであり、「自営業」や「派遣社

員」他、「主婦」や「学生」なども職業といえます。 

しかし、ここでは、調査の意味合いから「厚生労働省

編職業分類」に準するものと考えます。 

なお、「職業」の意味が分かりやすいように、質問にあ

る「職業を持つ」の文言を「職業に就く」に修正します。 

4.社会参画

について 

【問 13】 

・選択肢 12にアンコンシャス・バイアス＝無意識の偏見・差別・思い込みを入れては

どうか。 

 

・ご指摘のとおり修正します。 

5.性的マイ

ノリティー

（性的少数

者）につい

て 

【問 18】 

・前書き “精神的苦慮” を精神的苦痛・精神的な苦しみ に変えてはどうか 

 

・「精神的苦痛」に修正します。 

 

 


